
第 3回地域交流センター（仮称）建設検討委員会 会議記録 

 

日時：令和 6年 8月 29日（木）午後 1時 30分から午後 3時 20 分 

 場所：役場 3階大会議室 

 出席者：委員 9名、事務局 3名、設計者 3名 

 

1．開会 

 

2．協議 

 ①視察の報告 

  設計者・事務局により視察について報告 

 

 ②地域交流センター改築案の検討 

  地域交流センター改築案A・Bについての意見交換、質疑 

 

委員）高森町議会として議場はほしい。議長の了解を得て別用途で使うのはいいが、議場は議会のお城。

議場・議長室・控室・事務室、この 4つの部屋は必ず必要。 

事務局）最近庁舎を建て替えたような市町村は議場を多用途にしている自治体が多い。これからの時代に

あった建物を考えていきたい。 

今回の地域交流センターの補助金性質上、議場と明記してしまうと補助対象外となるため、現在の図

面ではこの書き方になっている。 

委員）部屋の名前が「議場」となっていないと議会としては「うん」といえない。 

今回の改築計画では、役場庁舎３階の議会を突っ切る形になっている。北側の側面を通れる道がある

ため、そこを通路とする計画でお願いしたい。 

事務局）議会からの要望としてお伺いしておく。 

委員）現在の議場の段差を撤去することはできないのか。 

設計者）技術上できないということはないと思うが、莫大なコストがかかることが予想される。役場庁舎

も建替えの時期を迎えているなかでは、そこまでの費用をかけて改修するのは難しいのではないか。 

委員）視察先は議場が立派だった。町長と議員は選挙で選ばれそこで議論されている。その分立派なもの

であってほしい。 

委員）いまある議場をフリースペースにする理由は？役場庁舎に手をいれないのであれば、議場もその

まま残せばいいのでは。 

事務局）役場庁舎の事務所等には一切手をいれないものとして考えていただければ。ただし、現状役場３

階に行くエレベーターがないため、3階へのエレベーターをつけるには通路としては利用しなくては

ならない。 

設計者）先程北側側面を通る話もありましたが、そこにも段差があり通行は容易ではない。 

委員）議会の権威を守っていただきたい。 

地域交流センターのひさしについて、視察先ではひさしが 2ｍほどしかなく威圧感があったので高く



設計していただきたい。また照明もスポットライト的なものだった。町民が活用するためにはもう少

し活用しやすいものを考えていただきたい。 

設計者）車いす駐車場も計画しているため、ひさしは 2.6～3ｍで計画をしていきたい。 

照明も明るさを確保できるようなもので計画していく。 

事務局）地域交流センターとして計画している大会議室（議場）は今いる大会議室のような場所で議会を

やるというわけではない。しっかりと議場として使える部屋を整備する。 

設計者）朝日村庁舎の建替えを設計したが、朝日村は議場としてではなく大会議室として設計し、議場と

リバーシブルに活用している。昨今の自治体ではリバーシブルに活用されていることもあるというこ

とで参考までに。 

委員）B案は吹き抜けになっていて気持ちがいいが、少ない建設面積のなかでもったいなくないか。 

現在の福祉センターは防災的用途というより、文化的な使われ方の方が多い。そういった人達がどう

いったところで活動したらいいのか。吹き抜けの目的は？ 

設計者） 

今会議をしている大会議室は 2.7ｍほどの天井の高さ。計画している地域交流センターの多目的ホ

ールの面積は 300 ㎡あり、天井の高さは 4.5～5ｍを想定している。それくらいないと圧迫感がある。

吹き抜けと書いてあるが、おおむね 2 階相当分の高さが必要となってしまうため吹き抜けとして計

画している。 

委員）２階の通路から多目的ホールはガラス張りのようになるのか。壁になるのか。 

設計者）いかようにも可能。空間デザインを皆さんにみていただきながら検討していきたい。 

委員）育児はお母さんがやる時代ではなく、お父さんもやる時代。授乳室も必要だが、ベビーベッドも用

意していただきたい。 

相談室はどんなものか。今ある中間教室をどうしていくのかが明確にならないと納得できない。 

事務局）今福祉センターにある機能については、新しい地域交流センターに組み込むのではなく、公民館

なども活用して対応していきたいと思っている。 

地域交流センターに役場機能を置かないとしながらも、役場内に相談できる場所ないため、そういっ

た場所が欲しいという町からの要望。 

委員）施設それぞれの想定される使い方を明確にしていただきたい。 

委員）多目的ホールに移動観覧席はぜひ実現していただきたい。 

視察先ではホールの近くに控え室がなかった。出演者の着替え室・・控室がイベント時には必要。A案

のほうが 2階に多目的室があって公民館の会議室を使える。 

事務局） 

建物そのものに専属の控室を用意するのはなかなか難しい。エレベーターなども付くので、役場の応

接室や公民館の会議室などをうまく活用しながら考えていただきたい。 

委員）多目的ホールは防音なのか。 

設計者）今の福祉センターは防音になっていないが、今度は防音・冷暖房など完璧なものを作っていく。

ステージについても壁収納のものもあるので予算と相談しながら検討していきたい。 

委員）公民館に大会議室ができた。小規模であればそこでもイベントということも選択できるようにな

った。 



委員）福祉センターには畳の部屋があったが、あたらしくなった施設にこどもを寝かせたり遊ばせたり

する部屋はあるのか。 

トイレに子どもを座らせる設備をつけてもらえるとありがたい。 

事務局）現状ではすべての部屋土足でいく場所の計画になっている。ぜひ委員さんの中からご提案をいた

だきたい。 

設計者）チャイルドシートを男女のトイレに設置するように考えていく。オムツを変えるベビーシートは

多目的トイレに設置するように検討していきたい。 

 

委員）学習スペースについて、高校生が学習できる場所が飯田下伊那に少なく一か所に集まっている。高

校生も使いやすい、行きやすい学習スペースがあるといい。中学生がいる場所に高校生は居辛い。 

設計者）いろんなエリア分けできるような設計にするような空間の作り方をしていきたい。明確に学生を

わけるのはなかなか難しい。 

事務局）公民館の 2階の会議室を夏休み期間中は解放している。PR不足で利用が少ない状態。 

委員）夏休みに学習スペースとして使えるのは知っていたが入りにくい。学習ラウンジは若者にうける作

りにしていったらいいのでは。駅から遠くないので利用しやすいと思う。 

委員）いまの福祉センターは、どこにどんな部屋があるかわからない。 

設計者）視察にいった北方町役場は、いろんな人が使いやすい建物に設計されている施設だった。自由な

使い方ができる場所を検討していきたい。地域の人といろんな交流ができる場所にしていきたい。 

委員）視察先は・「大は小を兼ねる」作り方をしていると感じた。定期的に決まった目的で決まった人数で

開催されているものがあれば、それ用の部屋を考えいっても良いのではないかと感じた。 


